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第
1
4
回

練
馬
区
伝
統
工
芸
展

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
二
」
を
開
催
－
・

～
石
神
井
城
と
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇
り
に
！
　
1
1
月
9
日
（
土
）

平
成
1
0
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
石
神
井

城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
　
は
、
都
内
の
文
化
財
を
一
斉

に
公
開
す
る
　
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」
参
加

事
業
で
す
。
中
世
の
武
将
、
豊
島
氏
の
城
で
あ

っ
た
石
神
井
城
跡
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
雨

で
中
止
に
な
り
、
今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
お
友
達

と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
　
と
　
き
　
1
1
月
9
日
　
（
土
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

（
雨
天
中
止
）

▽
　
と
こ
ろ
　
石
神
井
公
園
内

石
神
井
城
跡

▽
　
内
　
容

◆
石
神
井
城
跡
発
掘
現
場
の
公
開
・
解
説

石
神
井
城
の
中
心
部
分
に
ど
ん
な
施
設
が

あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
学

術
発
掘
調
査
が
区
民
の
手
に
よ
り
＼
1
1
月
1

日
～
8
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
発
掘
現
場

を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
過
去
4
年
間
の
調

査
結
果
の
パ
ネ
ル
展
示
や
解
説
ツ
ア
I
を

行
い
ま
す
。

◆
城
跡
い
ど
ば
た
会
議
と
パ
ネ
ル
展
示

「
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
歴
史
と
文
化
財
」

「
豊
島
氏
と
石
神
井
城
」
　
と
い
う
二
つ
の
テ

ー
マ
に
分
か
れ
て
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
パ
ネ
ル
展
示
と
説
明
、
ミ
ニ
解
説
会
を

城
跡
周
辺
で
行
い
ま
す
。

◆
写
真
撮
影
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
子
ど
も
向
き
）

鎌
倉
時
代
、
豊
島
氏
で
最
初
に
石
神
井
地

域
と
関
わ
り
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
豊
島

三
郎
入
道
と
そ
の
妻
・
土
用
熊
（
と
よ
く
ま
）
。

そ
の
二
人
に
扮
し
て
記
念
写
真
が
撮
れ
る

場
所
を
設
け
ま
す
。
カ
メ
ラ
は
皆
さ
ん
で
ご

用
意
下
さ
い
。
子
ど
も
向
け
の
歴
史
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
先
着
4
0
名
ま
で
の

お
子
さ
ん
に
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

◆
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

「
三
宝
寺
池
周
辺
文
化
財
」
　
「
石
神
井
城

跡
」
の
2
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
4
0

分
程
度
で
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
解
説
付

き
で
歩
き
ま
す
。

室　会場案内図

　　　　 ＼／‾
●茶店・一・芸善悪監 簑竺

「弼

氷川神社
＼『〒ち 石

麓
魯

道場寺　 り
㌔…寺　 石読図遠 洋

一
四
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
　
「
練
馬
区
伝
統

工
芸
展
」
は
、
1
1
月
3
日
（
日
）
か
ら
5
日
（
火
）

ま
で
、
石
神
井
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
区
内
伝
統
工
芸
の
力
作
を
展
示
す
る

ほ
か
、
制
作
の
実
演
、
体
験
や
相
談
、
販
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
▼
と
　
き
　
1
1
月
3
日
　
（
日
）
　
～
5
日
　
（
火
）

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

（
5
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ

▼
主
　
催

▼
後
　
援

▼
問
合
せ

石
神
井
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

練
馬
区
伝
統
工
芸
会

練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

区
役
所
内
商
工
観
光
課
商
工
係
へ
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接
祝
と
應
史
　
～
五
代
将
軍
徳
川
綱
舌
と
練
馬
御
殿
～

区
内
各
地
域
で
は
幾
代
に
も
わ
た
っ
て
様
々

な
昔
話
や
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
二
年
に
教
育
委
員
会
で
発
行
し
た
『
練

馬
の
伝
説
』
に
は
九
六
話
に
も
の
ぼ
る
多
く
の

伝
承
、
伝
説
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
の
本
に
も
記
さ
れ
て
い
る
「
練
馬
大
根
発
祥
」

に
関
す
る
伝
説
か
ら
、
五
代
将
軍
綱
吉
と
練
馬

区
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

歴
史
資
料
の
調
査
か
ら
、
伝
説
の
内
容
に
ど
こ

ま
で
迫
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
郷
土

の
大
切
な
伝
説
と
史
実
と
し
て
の
歴
史
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

1
　
将
軍
と
な
る
以
前
の
綱
吉
と
練
馬

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
代
将
軍
徳
川
家

光
と
側
室
お
玉
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
後
の

五
代
将
軍
綱
吉
で
す
。
幼
名
は
徳
松
。
承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
元
服
し
、
右
馬
頭
綱
吉
と
称

し
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
は
館
林
二
十

五
万
石
（
群
馬
県
）
　
の
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
大
名
は
将
軍
か
ら
鷹
を
拝
領
し
、

そ
の
鷹
で
鷹
狩
を
行
い
、
雁
や
雲
雀
な
ど
の
獲

物
を
将
軍
に
献
上
す
る
と
い
う
関
係
が
あ
り
ま

し
た
。
い
わ
ば
、
鷹
狩
制
度
は
御
恩
と
奉
公
の

主
従
関
係
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
も
あ
り
、

綱
吉
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
綱
吉

は
館
林
に
鷹
揚
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

江
戸
近
郊
で
の
鷹
狩
も
許
可
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
次
の
史
料
に
綱
吉
の
練
馬
で
の
鷹
狩

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
柳
営
日
次
記
』
（
江
戸
幕
府
の
公
式
日

記
）
　
よ
り

①
　
寛
文
五
年
一
一
月
二
七
日
条

館
林
相
公

為
鷹
野
棒
（
練
）
間
へ
咋
朝
被
為
越
拝
領

之
鷹
提
雁
二
献
上

解
説
　
館
林
相
公
（
綱
吉
）
が
「
練
間
」
で
の

鷹
狩
で
捕
獲
し
た
雁
二
羽
を
将
軍
家
綱
に
献
上

し
ま
し
た
。

②
　
寛
文
五
年
二
月
晦
日
条

晦
日
　
晴
　
御
菓
子
　
御
肴

上
使
本
多
土
佐
守
　
甲
府
相
公

右
鷹
場
石
原
江

御
菓
子
　
御
肴

上
使
石
川
美
作
守
　
館
林
相
公

右
鷹
場
練
間
江
是
両
卿
共
二
錐
寒
気
之
節
弥

無
異
鷹
狩
被
有
候
哉
可
被
聞
召
仇
而
被
遣
之

解
説
　
将
軍
家
綱
が
弟
の
甲
府
相
公
（
綱
重
）

と
館
林
相
公
（
綱
吉
）
　
に
使
者
を
遣
わ
し
た
。

綱
吉
は
練
馬
の
鷹
場
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。③
　
寛
文
八
年
一
一
月
五
目
条

右
馬
頭
殿
鷹
場
へ
御
揃
昨
夕
練
馬
着
於
彼

地
今
度
拝
領
之
鷹
提
之
雁
弐
被
献
候

解
説
　
右
馬
頭
（
綱
吉
）
が
練
馬
で
捕
獲
し
た

雁
二
羽
を
将
軍
家
綱
に
献
上
し
ま
し
た
。

『
柳
営
日
次
記
』
に
は
、
他
に
寛
文
九
年
の

条
に
も
綱
吉
が
練
馬
に
鷹
狩
に
き
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
徳
川
実
紀
』
（
江
戸
幕
府

編
纂
の
徳
川
家
歴
史
）
　
の
記
載
も
参
考
に
す
る

と
、
綱
吉
は
将
軍
就
任
前
に
は
寛
文
五
年
か
ら

少
な
く
と
も
四
回
は
練
馬
に
鷹
狩
の
た
め
訪
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

2
　
練
馬
大
根
と
綱
吉
の
接
点

安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
一
）
　
に
記
さ
れ

た
『
武
蔵
演
路
』
に
練
馬
大
根
に
関
す
る
記
載

が
あ
り
、
百
姓
又
六
が
作
り
始
め
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

の
『
四
神
地
名
録
』
に
も
日
本
第
一
の
大
根
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
綱
吉
と
練
馬
大
根

の
関
係
が
記
さ
れ
た
最
初
の
記
録
は
明
治
三
〇

年
発
行
の
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
八
〇
号
で
、

綱
吉
の
別
邸
を
下
練
馬
村
に
建
築
し
た
時
、
邸

内
の
空
地
で
大
根
を
栽
培
さ
せ
た
の
が
練
馬
大

根
の
発
祥
で
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

大
正
七
年
発
行
の
『
北
豊
島
郡
誌
』
で
は
、
綱

吉
が
右
馬
頭
で
あ
っ
た
頃
、
練
馬
御
殿
で
脚
気

療
養
の
際
、
尾
張
か
ら
大
根
種
を
取
り
寄
せ
桜

台
（
下
練
馬
村
字
桜
台
・
現
在
の
北
町
四
丁
目

辺
り
）
　
で
栽
培
し
た
と
こ
ろ
良
い
大
根
が
出
来

た
。
そ
こ
で
下
練
馬
村
の
大
木
家
に
栽
培
さ
せ
、

毎
年
献
上
さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記

し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
年
発
行
の
『
武
蔵
野
歴

史
地
理
』
で
は
『
北
豊
島
郡
誌
』
記
載
の
内
容

を
紹
介
し
な
が
ら
も
綱
吉
療
養
の
記
録
が
正
史

に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
信
用
性
に
は

疑
義
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
江
戸
時
代
に
は
練
馬
大
根
と
綱
吉
を

結
び
つ
け
た
記
録
は
な
く
、
近
代
に
な
っ
て
か

ら
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

3
　
「
御
殿
」
地
名
と
綱
吉

右
馬
頭
（
綱
吉
）
と
練
馬
の
地
と
は
鷹
狩
を

通
し
て
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
下
練
馬
村
に
綱
吉
御
殿
が
あ
っ
た
こ

と
の
関
連
史
料
を
調
べ
て
み
ま
す
。

川
越
街
道
下
練
馬
宿
（
北
町
）
　
の
本
陣
を
営

2
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ん
で
い
た
木
下
家
に
伝
わ
っ
た
　
「
木
下
家

文
書
」
　
〔
寛
延
三
年
　
（
一
七
五
〇
）
〕
　
の
替
地

証
文
に
　
「
御
殿
」
　
の
地
名
が
確
認
さ
れ
ま
す

（
資
料
1
）
。
こ
の
古
文
書
は
下
練
馬
村
の
茂
左

衛
門
と
名
主
の
作
左
衛
門
の
間
で
取
り
交
わ
さ

れ
た
も
の
で
、
御
殿
の
畑
を
町
屋
敷
な
ど
の
代

替
地
に
す
る
と
い
う
証
文
で
す
。
下
練
馬
村
に

こ
の
当
時
　
「
御
殿
」
　
の
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
記
録
で

綱
吉
将
軍
在
位
（
一
六
八
〇
～
一
七
〇
九
）
　
か

ら
約
半
世
紀
後
の
記
録
で
す
。

■
．
1
t
瞥
1

鰯

欝

獅

吾

川

高

書

ね

略

章

一

や

牽

蜜

柑
朋
紬
鰻
摘
鰻
紘
経
路

．

匿

奪

い

書

、

嘗

敬

忽

鹿

茸

「

博

引

い
．
や
い
止
せ
圭
・

h
飯
独
象
轡

軋

町

患

者
三
谷
風
痴

丹

　

ふ

遜

菅

あ

そ

監

臥

（資料1）木下家文書より

さ
ら
に
関
連
史
料
と
し
て
下
練
馬
村
の
出
来
事

な
ど
を
記
し
た
『
御
府
内
井
村
方
旧
記
』
（
区

指
定
文
化
財
）
　
に
は
元
禄
十
年
　
（
一
六
九
七
）
、

護
国
寺
　
（
文
京
区
）
　
を
建
て
る
際
に
下
練
馬
村

の
館
林
様
（
綱
吉
）
　
御
殿
を
引
き
移
し
た
と
の

記
載
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
金
乗
院
の
朱
印
地

に
関
し
て
の
記
述
に
は
、
「
八
滴
屋
敷
」
が
徳
川

家
光
か
ら
綱
吉
ま
で
鷹
狩
の
際
に
使
わ
れ
た
こ

と
を
記
し
、
御
殿
地
も
朱
印
地
に
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
御
府
内
井
村
方
旧
記
』

の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
後
期
に
は
既
に
、
綱
吉
御
殿
の
こ
と

が
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
護
国
寺
観

音
堂
造
啓
の
元
禄
十
年
は
『
御
府
内
井
村
方
旧

記
』
　
の
記
載
と
一
致
し
ま
す
が
、
護
国
寺
側
史

料
で
は
新
材
を
江
戸
材
木
商
か
ら
購
入
し
た
記

録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
七
年
の
『
北
豊

島
郡
総
覧
』
金
乗
院
の
項
に
は
綱
吉
御
殿
の
材

木
で
金
乗
院
堂
字
を
改
築
し
た
と
の
記
載
も
あ

り
、
護
国
寺
と
の
関
連
性
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

江
戸
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
で
は
、
下
練
馬
村
屋
敷
跡
の
項
に
、
「
村

ノ
南
ニ
ア
リ
右
馬
頭
卜
称
セ
ル
モ
ノ
住
ス
ト
イ

フ
其
姓
氏
及
何
人
タ
ル
事
ヲ
伝
へ
ス
　
今
陸
田

ト
ナ
リ
御
殿
表
門
裏
門
等
ノ
小
名
ア
リ
礎
石
ナ

ト
掘
出
ス
事
マ
マ
ア
リ
ト
云
」
　
と
記
さ
れ
、
右

馬
頭
は
綱
吉
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
大
正
七
年
に
発
行
さ
れ
た
『
北
豊
島

郡
誌
』
御
殿
跡
の
項
に
は
、
字
御
殿
に
あ
り
、

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
　
綱
吉
が
脚
気
の
た
め

御
殿
を
建
て
延
宝
八
年
ま
で
療
養
し
た
。
そ
の

殿
舎
は
後
に
金
来
院
住
職
が
賜
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
記
述
は
そ
の
後
の
『
武
蔵
野

歴
史
地
理
』
に
記
さ
れ
る
伝
説
と
一
部
が
合
致

し
て
い
ま
す
。

4
　
歴
史
と
伝
説

綱
吉
御
殿
は
将
軍
就
任
前
の
寛
文
五
年
前
後

に
練
馬
で
の
鷹
狩
の
た
め
、
下
練
馬
村
に
建
て

ら
れ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
将
軍
就
任
後
は
鷹
揚
制
度
の
解
体
に
向
け

た
政
策
を
推
進
し
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
練
馬
の

鷹
狩
御
殿
を
廃
止
し
た
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
畑
と
な
り
、
下
練
馬
村

の
地
名
と
し
て
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
代
の
（
明
治
九
年
？
）
記
録
で
す
が
、
「
武
蔵
国

下
練
馬
村
全
図
」
　
（
資
料
2
）
　
に
は
　
「
御
殿
跡
」

と
位
置
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
北
町

一
丁
目
あ
た
り
に
な
り
ま
す
が
、
錦
一
帯
が
小

字
と
し
て
の
　
「
御
殿
」
　
で
す
の
で
、
こ
の
界
隈

が
御
殿
の
あ
っ
た
場
所
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

綱
吉
の
脚
気
治
療
説
は
史
料
で
は
確
認
さ
れ
ず
、

『
北
豊
島
郡
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
練
馬
御
殿

で
療
養
し
た
と
さ
れ
る
延
宝
五
年
は
、
側
室
の

お
伝
が
鶴
姫
を
出
産
、
そ
の
後
の
延
宝
七
年
に

は
男
子
の
徳
松
も
生
ま
れ
て
お
り
、
病
気
療
養

中
と
は
裏
腹
に
祝
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

練
馬
大
根
発
祥
に
関
し
て
は
、
様
々
な
伝
承
、

伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
綱
吉
と
関
連
づ

け
る
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
近
代
以
降
の
記
録

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、

綱
吉
の
母
、
家
光
側
室
の
お
玉
の
兄
は
『
元
正

閏
記
』
で
は
京
都
の
大
根
売
り
の
太
郎
兵
衛
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
唯
一
綱
吉
と
大
根
と
の
結
び

つ
き
を
考
え
さ
せ
る
記
述
で
す
。

平
成
一
二
年
度
に
実
施
し
た
下
練
馬
村
古
文
書
等

の
調
査
（
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
松
下

正
己
、
東
洋
大
学
大
学
院
　
龍
沢
　
潤
・
梅
澤
美
奈

子
に
委
託
）
成
果
の
一
部
を
参
考
に
、
文
化
財
係
で
本

稿
を
ま
と
め
ま
し
た
。

武蔵国下練馬村全図 （部分）－資料 2 【

この地図は、明治 30 年調製、大正 8年修正されたも
のだが、備考には明治 9年地租改正の際に調製した

1／600 の地図に加筆修正したことが記されている。
※活字・一点破線での道路名等記載は位置の目安のた
め加筆
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東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
二
〇
〇
二
で

公
開
さ
れ
る
区
内
の
文
化
財

1
1
月
l
日
か
ら
7
日
は
「
文
化
財
保
護
強
調

週
間
」
で
す
。
昭
和
2
9
年
、
国
民
一
人
一
人
が

文
化
財
を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
愛
護
す
る

よ
う
、
様
々
な
行
事
や
広
報
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
も
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
二
〇

〇
二
」
と
し
て
、
1
1
月
3
日
か
ら
1
0
日
ま
で
の

8
日
間
、
都
内
の
文
化
財
を
集
中
的
に
公
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
0
・
1
1
月
に
は
、
文
化
財

ウ
イ
ー
ク
企
画
事
業
と
し
て
、
講
演
会
な
ど

様
々
な
文
化
財
保
護
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
内
で
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
の

「
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
を
は
じ
め
と

し
て
、
以
下
の
文
化
財
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
普

段
か
ら
見
学
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
期

間
中
は
、
場
所
を
示
す
の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
、

解
説
カ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
訪
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

●
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
拝
殿
前
と
階
段
下
に
二
株
あ
り

ま
す
。
源
義
家
が
一
〇
八
三
年
に
東
北
方
面
の

征
伐
の
戦
勝
祈
願
を
し
た
時
に
苗
木
が
奉
納
さ

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
1
二
　
白
山
神
社
境
内

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
（
西
武
池
袋
線
・
都
営

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
小
野
蘭
山
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
　
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
者
（
博
物
学
）
で
、

江
戸
の
医
学
館
で
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
四
八
巻
は
、
我
が
国
で
は

最
大
の
本
草
学
の
文
献
と
い
わ
れ
ま
す
。
墓
所

は
関
東
大
震
災
後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き

ま
し
た
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
1
二
七
　
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
　
（
西
武
池
袋
線
・
都
営

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
3
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
池
永
道
雲
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

池
永
道
雲
（
一
六
六
五
～
一
七
三
七
？
）
　
は

幼
い
頃
か
ら
書
道
を
学
び
、
中
国
の
黄
道
謙
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
蒙
刻
の
大
家
と
な
り
ま

し
た
。
代
表
的
な
著
書
に
は
『
蒙
海
』
（
蒙
書
辞

典
）
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
墓
所
は
関
東
大
震
災

後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
七
　
受
用
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
　
（
西
武
池
袋
線
・
都
営

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
3
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
尾
崎
遺
跡
　
（
東
京
都
指
定
史
跡
・

出
土
品
は
区
指
定
有
形
文
化
財
）

区
立
春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭

和
五
四
・
五
五
年
に
発
振
調
査
さ
れ
た
旧
石
器

時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
同
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文
土
器
、
中
近
世
の
陶
磁

器
な
ど
の
出
土
品
が
校
内
の
展
示
室
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
　
春
日
町
五
ト
二
一
－
一

春
日
小
学
校
内

〔
交
　
通
〕
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
8
分

〔
公
開
時
間
〕
　
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

※
　
必
ず
学
校
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会
】

日
月
1
0
日
（
日
）
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
午

後
2
時
ま
で
、
学
芸
員
が
出
土
品
に
つ
い
て
の

解
説
を
行
い
ま
す
。

●
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

石
神
井
公
園
内
の
三
宝
寺
池
周
辺
は
史
跡
や

自
然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
三
宝
寺
池
は
武

蔵
野
三
大
湧
水
の
一
つ
で
、
か
つ
て
は
湧
き
水

が
豊
富
で
、
石
神
井
川
の
源
流
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
南
側
の
台
地
に
、
石
神
井
城
跡

が
あ
り
ま
す
。
中
世
に
こ
の
あ
た
り
を
支
配
し

て
い
た
豊
島
氏
の
城
で
、
太
田
道
港
に
攻
め
ら

れ
、
一
四
七
七
年
に
落
城
し
て
い
ま
す
。
城
の

中
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
土
塁
や

堀
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
石
神
井
台
一
丁
目
ほ
か

都
立
石
神
井
公
園
内

〔
交
通
〕
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

下
車
徒
歩
1

0
分

●
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央
、
「
中
の
島
」
周
辺
が
指
定

範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
水

生
植
物
を
中
心
に
、
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ

ま
す
。
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
し
て

し
ま
っ
た
植
物
も
あ
り
ま
す
が
、
保
護
へ
の
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
な
ど
は
右
記
に
同
じ
）

※
　
文
化
財
を
訪
れ
る
際
に
は
、
所
有
者
や
周

囲
の
迷
惑
と
な
ら
に
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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